









A Report on the Theater Seminar “Japanese Project Ⅱ”:
Course Design and Management
             YANAGITA Shinobu
【Abstract】 This is a report on the theatrical exercises in the “Japanese Project 
Ⅱ” class from 2014 to 2016. I mainly introduce aspects of course setting and 
management, and report on the activities of each semester as well as the encountered 
issues.


















































使用した。以上のことが主な目的であったため、出演者 4 名上演時間 10 分という短い作
品だった。中間発表ではその練習台本を使用した。
図１　中間発表の様子（2016 年度春学期より）
コース後半（第 8 週～第 15 週）は、受講生が個々に作成したオリジナルの台本の中









14 週に行い、第 15 週ではフィードバックを行った。フィードバックは、撮影した演劇
発表の映像を見ながら、自己評価・他者評価の二通りの振り返りを行った。
図２　期末発表の様子（2015 年度春学期より）
中間発表から期末発表への主な流れは 2014 年度から基本的に変更はないが、2016 年












































寸劇「ありがとう」 3 人または 4 人程度のグループを作り 3 分ほどの寸劇を制作
する。寸劇の最後の台詞を「ありがとう」で統一し、打ち合
わせ時間は 3 分から 5 分程度。その後グループごとに発表す
る。









































５. 期末発表実践報告（2014 年度 -2016 年度）　　










































4 4 1 ・万事屋 特別会議室








末発表時は 15 分を越える作品に仕上がっていた点だ。なかには 17 分を超える作品もあっ

































































ション教育への提言 -」『Journal CAJLE』第 10 号 :25-42
